
No.004 のぞみワークショップ便り 2017年

社会福祉法人のゆり会　理事長　津田望
      待ちに待ったカフェの建築が、秋ごろから始まります！成人の施設になぜカフェが？の質問にお答えします。

  理由１　ワークショップ利用者の方の働く場の拡充：ワークショップには色々な方がいらっしゃいます。

     仕事能力の高い方、そうでない方も。カフェのお仕事は、どんなに難しい人でもできることが何かあります。

　 ドアを開ける、お水を運ぶ、食器をしまう、などなど。お仕事の幅が広がる可能性が大きいです。

  理由２　利用者さんの社会との接点：地域の方々や外部の方々にも開かれたカフェですので、

    たくさん人に出会い、触れ合える場となります。特に外部の方に知っていただくこともとても大切です。

  理由３　皆さんが楽しめる場：カフェにはステージがあり、歌える場があります。イベントを行ったり、

    利用者の方だけではなく、学園やサポートセンターのお子さん、また保護者の方が音楽や特技の発表を

    していただき、それにみんなで参加するのも楽しみです。

  理由４　保護者の方々の利用の場：これまで学園内や施設内で行っていた各保護者会の役員会や打ち合わせ、

　イベントや行事などを　カフェでしていただき、ハーブティーや軽食を召し上がりながら時間などを気にせず

   和やかに行えます。

  理由５　保護者・家族が夜や休日も楽しめる場：夜や休日は「居酒屋のぞみ」に変身します！

　お子さんやご家族と一緒に来ていただき、別室でお子さんをお互いにみながら、カラオケなど楽しんで

　イッパイやっていただき、それが利用者の方の工賃になっていけば、一挙両得！

　  ぜひ皆様のご理解とご協力で、この場を盛り上げて下さいますように、宜しくお願い致します！

　　　ワークショップの朝は朝礼・ 日課の朝の散歩。
　　　ラジオ体操。皆の元気な顔を 体を動かすことも大事ですが、
　　　見ることから1日が始まります。 季節の移り変わりを感じる
　　　出欠をとって、今日の作業の 大事な時間。
　　　予定をチェック。 今日の先頭は誰かな？

雨の日はストレッチ体操や
　　　のぞみワークショップの歌を 棒体操で体を動かします。 毎週火曜日は空閑先生を
　　　大きな声で歌った後は体を 十分時間をかけてしっかり お招きして礼拝をしています。
　　　動かすラジオ体操。 ほぐすので、ゆっくりした 貴重なお話を毎週きかせて
　　　気持ちも体もスッキリして 運動でも汗が出てきます。 頂いています。
　　　1日の作業に臨みます。 職員の方がつらそう？

生活介護事業所では、油処理パックの 就労支援Ｂ型事業所では、のぞみ牧場学園やサポートセンター木更津
作成やミシンがけ、手作り雑貨など などの環境整備（草刈り・清掃・おが粉取など）をおこなっています。
様々な作業を協力し合い行っています。 またワークショップ内の花壇の整備、作物の収穫、外注など

その仕事は多岐にわたります。

　　各人が自分が出来る仕事を一所懸命に
　　行っています。

大好評のオリジナルハーブティー 暑い中での力仕事は気合も必要
ブレンドや袋詰め、ラベル作りなど 力を合わせて頑張ります！
役割分担して作業しています。

      手先を使う細かい作業も多いので
　　集中力が大事。
　   新しい作業も、慣れてくると      　おが粉取りは完全防備で。
　   手早くこなせます。     　 それでも顔はおが粉まみれです！

先日、のぞみワークショップでの元プロサッカー選手の満山さんによるサッカ―指導を見学しました。利用者の皆さんの体の動かし方が
以前より良くなり、腕前が上達されていて驚きました。サッカーゴールに上手にシュ－トを決めた後の得意げな笑顔、とても素敵でした！
のぞみワークショップでは理事長である望先生が成人しても向上できるようにと様々なセラピ－を受けることができます。
また職員の皆様が利用者一人一人に合わせた作業を用意して下さり、また自立に向けて対応もして下さっています。
通所を始めてからお子さんの成長を感じているという保護者の方も多く、我が息子も以前は自信を持てずに取り組まなかったことにも
取り組むようになり、出来ることが増え、成長を感じています。今後はカフェの建設やグループホームもできるとのことで働く場や
生活の場が広がり、利用者の生活がさらに充実することと思います。私たち保護者も我が子が将来幸せに過ごせるよう親子共々自立に努め、
のぞみビレッジの発展のため力を合わせて活動していきたいと思います。

ビレッジの会　会長　藤城京子

　　  のぞみワークショップ便り

カフェのぞみ（仮）、いよいよ！
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お知らせ　ご好評を得ておりますオリジナルハーブティーは、木更津市役所朝日庁舎2階にて毎月第二金曜日に販売実演を行っております。
　 また、カフェ・ハンノ木（木更津市真里谷４９）と清和ゆめの丘（君津市東日笠191-1）でも販売しております。

電話注文は0438-53-7697（のぞみワークショップ）まで。
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のぞみワークショップでは積極的にセラピーを行っており、言語聴覚療法・作業療法・音楽療法・サッカー療法などそれぞれに

専門家を招いてセラピストと一緒に学んでいます。ここでは各セラピストからのコメントを紹介いたします。

言語聴覚療法
 はじめまして。言語療法では、コミュニケーション・やりとりする力や認知面のサポートをゲーム・ダンス・

 人形劇等を通じて行っています。『やりとりする力』は言葉だけではなく、マカトンサインやジェスチャー、

 文字にシンボル、絵や写真のカード、発声・指差し・表情などがあります。自分の思っていること、

 やりたいことが伝わった！相手の言っていることがわかった！これはこういうことなのか！

 友達や家族と気持ちが通じ合って楽しい♡などなど、互いに伝え合う大切さ、楽しさを感じながら

 楽しく療育を行って行きます。よろしくお願いします。　　　　　　　　　　（言語聴覚士　大滝・中村）

作業療法
こんにちは！！作業療法では体操やレクリエーションなどの運動を通して、体の動かし方や人と協力することを学んだり、

活動性や自発性を高めたり、ストレス発散などを目的として楽しみながら活動しています。また、手先を使う活動を通して

指先を上手に動かせるように練習していきます。まずは、「楽しく、元気に！」が大前提だと思うので、皆さまと無理なく

楽しく作業療法の時間を過ごしていければと思います。よろしくお願いします。　　　　　　（作業療法士　中島・香取）

音楽療法 　　
 　

　  ワークショップは、利用者の皆さんが一人の大人としてのそれぞれの役割を担う場。

 みなさん、本当に日々頑張っていらっしゃいますね。だからこそ、音楽の時間には、心の底から楽しんで、

 言葉にできない思いを表現できる時間を過ごし、明日また頑張ろう！という意欲をしっかり養うことが大切だといます。

 「ワークショップのうた」『汗も涙も笑顔に変えてみんなと一緒に歩いていこう』の歌詞の通り。

 これからも皆さんと『明日をつくる』音楽を続けていけたらと思います。  (音楽療法士　藤原舞子）

サッカー療法
私は、人間には限界はないと信じています。利用者の皆様も同じです。これは出来なさそうだから、全くやらせない。

そうではなくて、出来なさそうだけど、やらせてあげたい。その事をいつも胸に取り組んでおります。サッカーは確かに

難しいですが、教え方一つで簡単でもあるのです。まずは楽しむこと。これを前提にし、皆様の笑顔を引き出すのも

私の役目であり、ボール一つでも楽しめる。これからも私自身も楽しみながら、皆様の様子や体調を注意深く見つつ、

皆様に寄り添っていきます。 　　　　　　　(元プロサッカー選手　満山浩之）

施設長
福田恭代 生活支援員
就任2年目となりました。 室越弘
利用者様と職員皆とても良い関係で日々を ワークショップの職員になって1年。
楽しく充実して過ごすことが出来ています。 朝の利用者迎えと送迎、雨の時の棒体操、
これからのぞみカフェ開設にて、益々地域の ストレッチ体操を指導しています。
方々との交流も深まり、今後も真里谷の地に そしてワークショップ内の補修、修理、イベントと
笑顔と共にのぞみワークショップが 明るく楽しく頑張りたいと思います。
根付いていけるよう、邁進して参ります。

職業指導員 事務員
宮川剛 三須三千代
各々の個性を伸ばせるよう、作業中は 皆様に支えられ、3年目に入りました。
もちろん、何気ない会話からもヒントが 利用者の皆さんに毎日元気をもらい、楽しく事務の
得られるよう日々頑張っています。 仕事をしています。
笑顔あふれる1日になるよう、 これからも、いつも明るい笑顔を心掛けたいと
皆で楽しく過ごしていきましょう。 思っています。

生活支援員 運転手
小玉晶子 持麾英明
保育士になって初めての職場で、 のぞみワークショップに出会えて良かったなと
日々奮闘中です。 施設長はじめ社員一同頑張っています。
私なりに保育士の特性を活かしつつ、 なお、送迎には皆様に安心していただけるよう
少しでも貢献出来たらと思っています。 安全運転に心がけます。
これからも毎日皆さんと触れ合いながら
楽しく働きたいと思っています。

添乗員
生活支援員 鈴木とく子
石崎千恵 送迎者の朝のみ添乗員として1年4ヶ月過ぎました。
教員として、小・中・高校の児童・ 経験のない私は日々の変化に接し方もわからず
生徒と長く過ごしてきた経験を活かして、 手探り状態で不安な毎日でした。職員の皆さんの
利用者の皆様の力になりたいと 意見を参考にしつつ今では慣れてきたように
思っています。 思います。日々事故、怪我も無く笑顔で到着できる

よう気をつけています。

生活支援員
積田昌美
アットホームなワークショップの中で
日々利用者さんの成長を見守りながら
支援員という経験を活かし、仕事が
出来ることに喜びを感じています。
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